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               審   査   の   要   旨 
 粘土懸濁液の力学挙動は応用面と物理化学的な基礎課題の両面から研究されてきたが、沈降挙動について
の解析が十分なされていない。本研究では、これまであまり試みられていなかった凝集状態にある準希薄な懸
濁液について、メスシリンダを用いた単純な分離実験を繰り返すことによって、異なるｐH領域についてイオ
ン強度に対する体系的なデータを取得することに成功している。特に凝集領域に引力ゲルと沈降体の2類型が
あることを強調し、前者に対するｐHの違いによる結果から、モンモリロナイト粒子のミクロな相互作用とマ
クロな物性とを関連づけたことは、今後の研究展開の道を切り開くものであり、その学術性を高く評価するこ
とができる。 
平成２８年７月２７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
